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1．はじめに  
近年、インターネットの急速な普及により誰もがオン

ラインで多種多様な情報を得ることが出来るようになっ

た。さらにネットは拡大し、インターネット上でビジネ

スが行えるようになり、BtoB（business to consumer）取
引や BtoC（business to consumer）取引だけではなくオン
ライン CtoC（consumer to consumer）取引が盛んに行われ
るようになった。オンライン CtoC取引の代表的な例とし
てネットオークションやネットフリーマーケットなどの

オンラインマーケットがあり、多くの商品が出品されて

いる。その中で、膨大な商品の中から目当ての商品を手

軽に検索することが必要になってくる。既存のオンライ

ンマーケットでは現在目当ての商品を探すために、多く

用いられている方法は検索ワードを入力しての検索であ

るが、検索ワードが完全一致しないと検索されない等の

問題もある。それを補完するためにカテゴリによる検索

の手法がある。それは、カテゴリをあらかじめ静的に作

成しておき、出品者が選択したカテゴリの下に商品が登

録される。商品を探す人はカテゴリを検索していき目当

ての商品を見つける手法であるが、そのナビゲーション

は固定されているため、思った通りの検索が出来ないこ

とがある。そこで本稿では自由なナビゲーションが可能

である動的カテゴリを作成する手法を提案し、実際に構

築したオンラインマーケット上で検証を行った。 
2.  システム概要 
2.1 本研究のアプローチ 
オンラインマーケットにおいて動的なカテゴリを生成

することによって自由なナビゲーションを可能にし、ユ

ーザの目当ての商品を探しやすくすることを本システム

の目的とする。カテゴリ表示の流れを図１に示す。第一

階層のカテゴリはあらかじめ静的に作成しておく。ユー

ザが第一階層のカテゴリを選択した時に次の階層のカテ

ゴリを作成し表示する。そしてユーザが次の階層のカテ

ゴリを選択する度にこの処理を繰り返す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
      図１：カテゴリ表示の流れ 
2.2 実現方法 
 カテゴリ作成に用いるデータとして、ユーザが入力す

るグループキーワードとフリーワードという２種類のキ

ーワードを用いる。グループとは第一階層のカテゴリ毎

にあらかじめ用意されているキーワードの属性で、例え

ば第一階層が“書籍”の場合は“種類”、“ジャンル”、

“出版社”、“著者名”、“書籍名”がグループとして

用意されている。あらかじめグループが決められていな

いキーワードとしてフリーワードを用いる。 
キーワード入力の流れを図 2 に示す。まずユーザはあ

らかじめ作成されている第一階層のカテゴリから一つの

カテゴリを選択し、商品を出品する。次に、過去に入力

されているデータから推薦システムを用いて、その商品

に合ったキーワードを推薦し、ユーザは推薦されたキー

ワードを選択する。推薦されているキーワードの中に入

力したいキーワードが無い場合は手動で入力する。そし

て、ユーザがキーワードを一つ入力する度に推薦を繰り

返す。推薦システムの詳細は３章で述べる。そして、推

薦システムによって入力されたキーワードを用いて動的

にカテゴリを生成する。動的カテゴリ生成の詳細につい

ては４章で述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

図２：キーワード入力の流れ 

ユーザが商品のキーワードを入力

商品のキーワードを推薦 

ユーザが商品を出品 

ユーザが第一階層のカテゴリを選

ユーザが第一階層のカテゴリを選択 

次の階層のカテゴリを作成 

第一階層のカテゴリを表示 

ユーザが次の階層のカテゴリを選択 
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3．推薦システム 
3.1 推薦システムの概要 
推薦システムはユーザにキーワードを推薦することで

理想的なカテゴリを生成する事と、ユーザのキーワード

の入力の利便性向上を目標としている。 
推薦システムには協調フィルタリングを用いる。協調

フィルタリングを用いることによって、出品数が少ない

商品のグループもカテゴリにまとめることが出来ると考

える。 
3.2   協調フィルタリング 
強調フィルタリングとはユーザの嗜好を過去の行動な

どに基づいてデータ化し、そのユーザと似た行動を取っ

ている不特定対数のユーザの嗜好データと照らし合わせ、

ユーザの嗜好を推測する技術である。協調フィルタリン

グを実現するアルゴリズムとして相関係数法を用いる。

相関係数法とはユーザ Aとユーザ Bの嗜好パターンに高
い相関性がある場合に、ユーザ A の好むアイテムをユー
ザ B に推薦するという方法である。本稿ではユーザを商
品、アイテムを商品のキーワードとする。そして、相関

性を数値化するために統計的な相関の算出公式である、

ビアソン相関係数を用いる。このビアソン相関係数を数

式１に示す。W(a,i)は商品 aと商品 iとの相関を意味し、
Vajは商品 aのキーワード jに対する votingを表す。 
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4．動的カテゴリ 
4.1 動的カテゴリ生成手法 
動的カテゴリ生成には相関ルールを利用する。ユーザに

よって入力されたキーワードの相関ルールを作成し、そ

の結果の上位のキーワードが次の階層のカテゴリとなる。 
そして、カテゴリに属する商品をすべて表示する。 
4.2 相関ルール 
相関ルールとはＸとＹというアイテムの集合があったと

き、Ｘが成り立つならばＹも成り立つというＸ⇒Ｙと記

述される事実である。この時、Ｘを前提部、Ｙを結論部

という。今回、ユーザが入力したキーワードをアイテム

とする。相関ルールの前提部は上の階層で選択されてき

たカテゴリの論理積とし、作成された相関ルールの結論

部を次の階層のカテゴリとして表示する。この時、生成

されたカテゴリを相関ルールの確信値でソートし上位か

ら順に表示する。 

4.3 動的カテゴリの特徴 
動的カテゴリ作成機能で作成されたカテゴリは静的な

カテゴリと性質が異なる。静的なカテゴリは一つの商品

には一つのカテゴリのみ割り当てられている事に対して、

動的カテゴリでは動的なカテゴリは一つの商品に複数の

カテゴリが割り当てられる 

5．検証 
構築したオンラインフリーマーケット上で実際に出品

された商品のグループキーワードとフリーワードをもと

に検証を行った。まず、グループキーワードについて検

証する。第一階層で“書籍”を選択した時グループキー

ワード部のカテゴリの生成例を図３に示す。ここで、初

めに“書籍”が選択された場合、“ジャンル”は“情報

系”、“理工系”、“就職”、“ミステリー”がカテゴ

リの上位となっているが、次に“種類”が“小説”を選

択すると、“ジャンル”は“ミステリー”、“恋愛”、

“スポーツ”等がカテゴリの上位となる。これは“種

類”が“小説”というキーワードが入力された商品が

“ジャンル”のグループキーワードとして“ミステリ

ー”、“恋愛”を入力しているために相関ルールによっ

て上位のカテゴリとなったと考えられる。これは理想的

なカテゴリであると考えられる。 
次にフリーワードについて検証する。フリーワードと

して”理系”、”文庫”、”中古”、”新品”などのキーワードが
登録された。これはグループに所属していないキーワー

ドが登録されていると考えられる。 
以上の結果、静的なカテゴリでは実現出来なかった自

由なナビゲーションが実現されたと考えられる。 

 
  図３：カテゴリ生成例（グループキーワード部） 

6．まとめ 
本論文では既存のオンラインマーケットで用いられて

いる静的なカテゴリの問題点を解決するために出品者が

入力するキーワードを用いて動的なカテゴリを生成する

システムを構築し、構築したオンラインマーケット上で

実際に出品された商品のキーワードを用いて検証を行っ

た結果、自由なナビゲーションが可能な動的なカテゴリ

を生成する事が出来ることが分かった。 
今後、推薦システムにおけるキーワード推薦の精度の

向上や、ユーザの見やすい表示方法の実現を目指す。 
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